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A　体つくり運動 22校　（95.7％）  1校　（4.3％）
B　器械運動 17校　（73.9％）  6校　（26.1％）
C　陸上運動 23校　（100％）  0校　（0％）
D　水泳 15校　（65.2％）  8校　（34.8％）
E　球技 23校　（100％）  0校　（0％）
























































































































（１）教科別の指導のみ 175時間  1校
140時間  2校
139〜105時間  2校




































































































































































































































































































































１ Ｆ　表現遊び （1）　音楽の流れる場所で体を動かす。　　  音楽を感じ自由に体を動かす（跳ぶ，はねる，走る，歩くなど）
２ Ｇ　表現運動 （1）　音楽に合わせて楽しく体を動かす。　　   題材動き（虫，動物，乗り物，空，海，山などの自然を真似て表現，）
　　  リズム動き（快活なリズムで体を動かす。ロックやサンバで弾む等）３
中
学
部
１
Ｇ　ダンス
（1）　ダンスにおける基本的な動きや技能
　  ①　音楽やリズムと動き：軽快なリズムで踊る。フォークダンスなど
　  ②　音楽やリズムと動き：弾む動きで踊る。日本の民謡，フォークダンス２
高
等
部
１ （1）　ダンスにおける技能・・テーマやリズムと動き
　　  創作ダンス，フォークダンス，現代的なリズムのダンス２
中
学
部
１
Ｆ　武　道
　　・柔道
　　・剣道
　　・相撲
（1）　基本動作や基本になる技
  　①　柔道，剣道，相撲のそれぞれの基本動作や初歩的な技を覚える。
  　②　１段階を受けて動作や技のバリエーションを増やす。安全への配慮２
高
等
部
１ （1）　基本動作や基となる技
　　  中学撫までの基本動作を受け，それぞれの動作や技を身につける。
（2）　攻防を展開する
　　  基本的な技などで攻防を展開する。攻撃をしかけたり防御をする。２
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が生じることが予想される。すなわち，自由
に動き回る活動や鬼ごっこのような遊ぶ活動
の中では，活発に走ったり跳んだりすること
もみられることが多い子どもでも，課題性の
強い50m走，走り幅跳びなど，理解が難しく
意欲がわかない活動などには力を発揮できに
くいことも予想される。
　このようなことからも，知的障害高等支援
学校の生徒においては，知的障害に起因する
運動能力獲得の課題と合わせて，体を動かす
機会や場所，友達などに恵まれず，幼少期に
十分な遊びを通した活動が行われずに現在に
至るケースも少ないことも推察される。その
ため，高等部段階の運動領域を取り扱うこと
においても，学びの連続性の視点から小学部
段階の内容を学び直す必要な生徒に配慮する
ことが望まれる。
２）各運動領域の取り扱い
　本調査においては，武道を取り扱っていな
い学校が多く見られた。このことは，前述した
が，学校の施設設備の問題や安全面の指導な
どを含め指導できる者が極めて少ないことが
あげられる。これらの課題を解決するには，
地域の小・中学校，高等学校と連携を図るなど
して指導体制を確保し，施設と人材を含む地
域の社会資源を活用することが重要と考える。
　一方，松川ら（2016）は，平成20年の学習
指導要領の改訂で取り入れられた武道につい
て，知的障害特別支援学校においての生徒の
障害を考慮した上で個に応じた指導方法が確
立できれば，柔道を行うことができるとし
た。体力向上や礼儀作法以外にも，対人関係
の向上や勝ち負けが理解しやすい，緊張感を
感じる，相手への気遣い行動が身につくなど
の効果が期待できるとしている。今後，直接
的な指導と合わせて，小・中学校児童生徒の
参加する武道の競技大会などを観戦する機会
など，臨場感が持てる体験をすることなども
有効と考える。
３）運動領域を取り扱う効果的な指導の形態
　「体力つくり」について，白樺高等養護学
校の歴史的実践について前述したが，大宮
（2019）は，これまでの体育科について，「体
力づくり」と「集団行動」を目的に据えてき
ており，1960年代までの「特殊教育」では，「学
校工場方式」の形態で職業教育が実施された
とした。また，1970年代以降，知的障害の特
別支援学校における体力主義，1978年の学習
指導要領での「日常生活における体育的実践」
などが強調され，長時間の立ち仕事に耐えら
れるようになるなどを目的に体育でも体力づ
くりが取り組まれるようになったとしている
（大宮2019）。また，市澤（2010）は，道内初
の知的障害高等部校の教育課程に位置付く体
育の基本的態度について，「50％以上の作業
に対する矯正運動の考慮」，「身体劣弱な知的
障害児の体力づくりを基礎とした体育」が示
されているとしており，当時の学習指導要領
が示した内容が影響していると思われる。
　今日，子ども達の体力や運動能力の低下が
生活に様々な部分で影を落とす中で，体力や
運動能力の向上が極めて重要な課題となって
いる。そのため，幼少期からの種々の遊びを
通して体を動かすことに親しみ，身体を動か
すことに心地よさや満足感などを感じさせる
とともに，大人や友達とのかかわりの中で人
とつながることの楽しさを味わいながら，そ
れに伴いその年代に身につけるべき種々の運
動機能を段階的に伸張させることが重要であ
ろう。特に，知的障害のある子どもの体育科
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の取り扱いは，スポーツ庁が示すスポーツの
楽しさ「する・見る・つくる」が享受できる
授業となることが求められる。そのためにも，
自分の身体を知り，運動を理解し，仲間など
と感情を交流できるよう教育課程を編成し，
スポーツ文化を仲間と楽しむことのできる授
業づくりが大切と考えられる。
４）効率的・効果的な指導体制
　渡邉（2007）は，特別支援学校では「担当
している体育の授業の児童・生徒の人数及び
教師の指導体制」が，高等部平均で35人の生
徒に対して教員平均11人であったとし，学部
が上がるにつれて一人の教員が指導する児
童・生徒数が多くなっていることを示した。
今回の調査をみると，「体力つくり」を行っ
ている学校においては，全員体制で行ってい
る学校があるなど，多くの教員を要して指導
を行っている状況がみられた。また，体力つ
くり以外の授業は，教員数を減らし指導を行
う学校もみられた。これらのことからは，全
校生徒で行う体力つくりのような指導におい
ては手厚い指導となっていることがうかがえ
る一方で，働き方改革などの視点から見ると，
如何に指導体制を効率化し効果を上げるかな
ど検討も必要と思われる。
５）生涯スポーツの進展
　スポーツ庁では，「第２期スポーツ基本計画
（2017〜2021）」に基づき，スポーツの価値を
通じて社会・未来を創る取組を進めている。
具体的には，年齢，性別，障害の有無等を問
わず，全ての人が「する」，「みる」，「ささえ
る」という様々な形で自発的・積極的にスポ
ーツに参画するなどして，人生を生き生きし
たものにするとともに，前向きで活力ある社
会，絆の強い世界を目指すこととしている。
　このような中，知的障害高等支援学校の生
徒においては，在学中や卒業後に運動系部活
動を行うものや地域のクラブチームに所属し
運動を行う者，スペシャルオリンピックスに
参加する者，卒業後にパラリンピックに参加
する者など，その活躍は年々広がりが見られ
る。しかし，スポーツ庁の調査では，障害者（成
人）の週１回以上のスポーツ実施率は，19.2
％に止まっており，40％を目標と定めている。
そうなるためにも，高等支援学校における体
育科の充実はもとより，多様な運動の機会を
高等部段階から地域に設定されるべきであろ
う。そして，卒業後には生涯のスポーツとし
て気軽に地域で運動に親しむことのできる環
境づくりについて，今後，行政が中核となり
ながら，地域づくりの観点から特別支援学校
が拠点となり，障害者スポーツの裾野を広げ
てほしいと期待している。
Ⅴ．おわりに
　障害者の権利に関する条約の第30条には，
障害者のあらゆる水準の一般のスポーツ活動
に可能な限り参加することの奨励・促進や，
他の者と平等にスポーツに参加することがで
きるようにすること，そのための施設設備の
充実などが求められている。東京オリンピッ
ク・パラリンピックが行われようとしている
中で，学習指導要領においてもそれらに関連
する内容が明記され，特別支援学校において
も少なからず良い影響がもたれされていると
考えられる。
　このような社会情勢を追い風として，体育
活動が職業実習による身体運動の偏りを矯正
し体力をつけるという指導の観点から，スポ
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ーツそのものを楽しみ生涯にわたって行って
いけるよう様々なスポーツについて生徒らに
示し，選択できるような指導が求められる。
また，地域のクラブチームとの交流やイベン
トなどに参加するなど，多様な社会資源の活
用や整備が求められる。
　したがって，知的障害のある子ども達を運
動嫌いにすることなく，生涯の活動として運
動を行えるよう，今後とも，各学校の教育活
動を情報交流する中で，教育課程の改善を進
めていくことが強く求められる。
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